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これまでの研究実績

現時点でわかってきたこと（3点）

まとめと今後にむけて



これまでの研究実績
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現状として
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令和2年 対前年

雇⽤障害者数 64万2,178.0⼈ 4.6％（2万8,220.0⼈）増加＋

実雇⽤率 2.33％ 0.08ポイント上昇↑

法定雇⽤率
達成企業の割合 50.1％ 1.8ポイント上昇↑

• 令和５年 障害者雇⽤状況の集計結果。
• ⺠間企業における雇⽤障害者数、実雇⽤率ともに過去最⾼を更新。

引⽤：令和４年障害者雇⽤状況の集計結果（厚⽣労働省）



本研究の背景と⽬的
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雇⽤障害者の多くが
職場で活躍されていることと思われる⼀⽅で、
企業の雇⽤環境との相互作⽤によるミスマッチや不適応で
離職する障害者も少なくない状況である。

うまくいっている企業

うまくいっていない企
業

障害者雇⽤において
「うまくいっている企業」
「うまくいっていない企業」
それぞれに何かしらの
共通点があるのではないか？



本研究の背景と⽬的
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Human Resource Managementチェックリスト とは

ワークシチュエーション
組織・キャリアコミット

メント

職場満足感 ストレス反応

従業員用

他に⼈事⽤チェックリストもある。8000名以上に実施し、企業規模、業種、年齢帯ごとにデータが存在している。また尺度作成にあたっては標準化がな
されている。
尺度作成時の経緯については独法⼈労働施策研究所(2003)、データベースについては松本(2017)を参照。ワークシチュエーションでは⼼的組織⾵⼟など
測定できるようになっている。

【⽬的】
障害者雇⽤を⾏っている企業に対してHRMチェックリストを使⽤し、その実態を明らかにする。



HRMチェックリストの項⽬内容
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出典：独⽴⾏政法⼈労働施策研究・研修機構のHRMチェックリスト(2003)
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発表⼤会 研究概要 結果と考察

① ⼤阪⼤会
＊2019年

• 企業にアンケート
依頼

• ⼀般企業：6社、
特例⼦会社：11社
が協⼒

• ⼀般企業では個⼈の職務に関する認識や上司・リーダーとの関
係、組織へのコミットメントが企業の現状と関連

• 特例⼦会社では、⾃⾝と他者との関係性が企業の現状に関連し
ている可能性が⽰唆された

• 重回帰分析では、「経営者と従業員」に関連が⾒られた

② 愛知⼤会
＊2021年

• 2019年時の特例⼦
会社4社に依頼

• HRMの回答とイン
タビュー調査

• 2019年の結果同様に、ビジョン・経営者因⼦が良い影響を与え
ることが⽰唆された

• 経営者と従業員間の信頼関係が重要であり、これが企業の成⻑
や利益に寄与していることが明らかになった

③ 宮城⼤会
＊2022年

• 従業員が300名以
下の中⼩企業5社
を対象

• ⼀部企業にインタ
ビュー実施

• 先⾏研究（2019）の特例⼦会社と⽐較しても、昇進・昇格・
キャリア項⽬や職場の⼈間関係項⽬で⾼得点であった

• ⼀⽅で、福利厚⽣や労働条件に関する項⽬は低い傾向
• インタビュー調査では、中⼩企業は全体の雇⽤環境への働きか
けと障害者雇⽤環境への対応を区別せずに⾏っていることが明
らかになった

• 雇⽤管理において柔軟性が⽰唆された

④
かながわ
⼤会
＊2023年

• 同業種・同規模の
障害者雇⽤を⾏っ
ている企業間の⽐
較

• 従業員項⽬については、⼀般企業の平均得点より⾼い項⽬がほ
とんどであったが、⼈事⽤項⽬では、すべての項⽬に置いて⼀
般企業の平均より低い点数となっていた

• ＊点数が⾼かった従業員項⽬の⼀部：「今の職務・専⾨分野でキャリア
を追求したい」「私と同僚との間には良好なチームワークがある」「職
場は安全で衛⽣的である」
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これまでの研究実績（概要）
＊発表学会：⽇本職業リハビリテーション学会



現時点でわかってきたこと
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①個⼈の職務に関する認識
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2019年の研究概要
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＊従業員と上司のペア数：24
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＊従業員と上司のペア数：13

• 以下の企業に研究協⼒をいただいた（⼀般企業と特例⼦会社を分けて記載）



相関分析（⼀般企業と特例⼦会社）

•ワークシチュエーションの個⼈内に関する項⽬
では、⼀般企業には関連が⾒られたが、特例⼦
会社では⾒受けられなかった。

•また、特例⼦会社では「本⼈の業績による収⼊
幅」において反応が⾒られた。
•⼀般企業では「離職者」において反応が⾒られ
た。
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（ご参考）
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相関係数

達成 成長 自律性 参画 意義 承認支持 公正信頼 指導支援
職場の信
頼関係

チーム
ワーク

顧客との
関係

ビジョン
戦略

経営者と
従業員

経営者へ
の信頼

仕事の革
新

昇進キャ
リア

評価給与 教育研修 福利厚生
生活サ
ポート

労働条件 残留意欲
情緒的要
素

存続的要
素

規範的要
素

ジョブイ
ンボルブ
メント

キャリア
コミット
メント

職務満足
感

心と体の
健康

Pearson の相関

係数
.728** .595* 0.329 .770** .594* .801** .609* .885** .649* 0.54 0.534 0.458 .883** .719** 0.524 .689** .567* .749** 0.189 .859** .849** .750** .684** .618* .782** 0.293 0.429 .907** -0.299

有意確率 (両側) 0.005 0.032 0.272 0.002 0.032 0.001 0.027 0 0.023 0.07 0.074 0.115 0 0.006 0.066 0.009 0.043 0.003 0.536 0 0 0.003 0.01 0.025 0.002 0.331 0.144 0 0.321

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
0.323 0.301 -0.102 0.324 0.238 0.424 0.2 0.497 0.43 0.345 0.483 0.044 0.543 0.236 0.15 0.097 -0.031 0.2 0.15 .569* 0.532 0.112 0.288 0.342 0.32 0.061 0.06 0.513 0.071

有意確率 (両側) 0.282 0.317 0.74 0.28 0.434 0.149 0.512 0.084 0.163 0.272 0.112 0.886 0.055 0.438 0.625 0.752 0.92 0.512 0.625 0.042 0.062 0.716 0.34 0.253 0.286 0.843 0.845 0.073 0.818

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
.557* 0.387 0.246 0.513 .581* .625* 0.526 .648* 0.502 0.467 0.479 0.229 .621* 0.472 .645* 0.389 0.277 0.441 0.297 0.443 0.501 .692** .588* 0.441 .593* 0.349 0.288 .800** -0.468

有意確率 (両側) 0.048 0.191 0.418 0.073 0.037 0.022 0.065 0.017 0.096 0.126 0.115 0.452 0.024 0.104 0.017 0.189 0.359 0.132 0.324 0.129 0.081 0.009 0.035 0.131 0.033 0.242 0.34 0.001 0.107

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
-.651* -0.5 -0.253 -.683* -0.471 -.648* -0.464 -.767** -.633* -0.479 -0.38 -0.451 -.749** -.645* -0.261 -0.512 -0.527 -.623* -0.077 -.829** -.899** -0.478 -0.525 -.688** -.623* -0.174 -0.359 -.761** 0.119

有意確率 (両側) 0.016 0.082 0.404 0.01 0.104 0.017 0.11 0.002 0.027 0.115 0.223 0.122 0.003 0.017 0.389 0.074 0.064 0.023 0.804 0 0 0.098 0.065 0.009 0.023 0.57 0.229 0.003 0.699

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
-0.398 -0.256 -0.105 -0.399 -0.126 -0.493 -0.246 -.599* -0.523 -0.41 -0.285 -0.063 -0.528 -0.493 0.051 -0.237 -0.171 -0.512 -0.17 -.785** -0.469 -0.016 -0.383 -0.457 -0.476 -0.1 -0.065 -0.292 -0.509

有意確率 (両側) 0.178 0.399 0.732 0.177 0.682 0.087 0.417 0.03 0.081 0.186 0.369 0.839 0.064 0.087 0.869 0.436 0.577 0.074 0.579 0.001 0.106 0.958 0.196 0.117 0.1 0.745 0.832 0.333 0.076

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
0.29 0.274 0.161 0.374 0.123 0.227 0.153 0.315 0.253 0.126 0.018 0.386 0.326 0.349 -0.091 0.367 0.453 0.373 -0.157 0.477 .554* 0.154 0.145 0.353 0.247 -0.039 0.241 0.251 0.038

有意確率 (両側) 0.336 0.365 0.599 0.208 0.688 0.456 0.617 0.295 0.427 0.696 0.955 0.193 0.277 0.242 0.767 0.218 0.12 0.209 0.609 0.099 0.05 0.615 0.635 0.237 0.416 0.9 0.429 0.408 0.903

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
0 0.217 -0.038 0.117 0.126 -0.032 0.023 -0.055 -0.359 -0.332 0.033 0.306 0.111 -0.101 0.176 0.26 0.204 -0.058 -0.219 -0.077 0.246 0.32 -0.083 -0.119 -0.061 -0.093 0.213 0.245 -.568*

有意確率 (両側) 1 0.477 0.903 0.703 0.683 0.917 0.941 0.859 0.251 0.292 0.92 0.31 0.717 0.742 0.565 0.392 0.504 0.851 0.473 0.802 0.419 0.287 0.787 0.698 0.842 0.762 0.485 0.42 0.043

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
.779** .589* 0.43 .802** .650* .851** .685** .923** .722** .621* 0.55 0.469 .883** .794** .616* .748** .631* .831** 0.247 .840** .794** .856** .766** .640* .860** 0.374 0.461 .926** -0.347

有意確率 (両側) 0.002 0.034 0.143 0.001 0.016 0 0.01 0 0.008 0.031 0.064 0.106 0 0.001 0.025 0.003 0.021 0 0.415 0 0.001 0 0.002 0.018 0 0.209 0.113 0 0.246

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
.665* 0.308 0.408 .593* 0.444 .659* 0.515 .764** .783** .643* 0.303 0.267 .590* .749** 0.264 0.389 0.471 .702** 0.264 .739** .603* 0.404 .631* .743** .697** 0.326 0.258 .577* 0.12

有意確率 (両側) 0.013 0.305 0.166 0.033 0.129 0.014 0.072 0.002 0.003 0.024 0.338 0.378 0.034 0.003 0.383 0.189 0.104 0.007 0.383 0.004 0.029 0.171 0.021 0.004 0.008 0.277 0.394 0.039 0.697

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
0.053 0.192 -0.264 0.082 0.136 0.134 0.014 0.146 0.03 0.024 0.339 -0.014 0.286 -0.119 0.161 -0.053 -0.206 -0.152 0.028 0.151 0.299 0.065 0.023 0.017 0.007 -0.052 0.001 0.367 -0.218

有意確率 (両側) 0.863 0.529 0.384 0.791 0.659 0.663 0.963 0.634 0.927 0.942 0.281 0.963 0.344 0.698 0.6 0.862 0.5 0.619 0.927 0.622 0.322 0.833 0.94 0.956 0.982 0.866 0.998 0.218 0.475

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
-0.167 0.087 -0.248 -0.069 -0.174 0.004 -0.12 -0.022 -0.293 -0.224 0.114 -0.151 0.12 -0.179 -0.054 0.047 -0.236 -0.065 -0.013 0.121 -0.092 -0.101 -0.093 -0.327 -0.059 -0.13 -0.097 -0.079 0.171

有意確率 (両側) 0.586 0.777 0.414 0.822 0.571 0.989 0.697 0.943 0.355 0.484 0.724 0.623 0.696 0.557 0.86 0.878 0.437 0.833 0.967 0.694 0.764 0.742 0.762 0.275 0.849 0.672 0.752 0.797 0.575

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
0.042 0.163 0.025 0.119 -0.019 0.23 0.116 0.199 -0.133 -0.056 0.153 -0.058 0.254 0.117 0.145 0.308 0.011 0.271 0.119 0.268 -0.087 0.187 0.175 -0.193 0.234 0.062 0.029 0.033 0.141

有意確率 (両側) 0.891 0.595 0.935 0.698 0.952 0.449 0.706 0.514 0.68 0.862 0.636 0.851 0.402 0.703 0.636 0.306 0.971 0.37 0.699 0.377 0.777 0.541 0.568 0.528 0.442 0.841 0.925 0.914 0.647

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
0.471 0.479 0.062 0.543 0.356 0.53 0.329 .618* 0.391 0.289 0.399 0.339 .692** 0.416 0.231 0.425 0.32 0.427 0.035 .711** .772** 0.382 0.375 0.44 0.462 0.073 0.273 .674* -0.141

有意確率 (両側) 0.104 0.098 0.84 0.055 0.232 0.063 0.272 0.024 0.209 0.362 0.199 0.258 0.009 0.158 0.448 0.148 0.286 0.145 0.909 0.006 0.002 0.198 0.206 0.133 0.112 0.813 0.367 0.012 0.646

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
-0.533 -0.412 -0.236 -.583* -0.29 -.555* -0.363 -.671* -0.523 -0.385 -0.262 -0.358 -.636* -.606* -0.079 -0.485 -0.479 -.632* -0.049 -.822** -.723** -0.301 -0.439 -.566* -.558* -0.114 -0.276 -0.508 -0.156

有意確率 (両側) 0.061 0.162 0.437 0.036 0.337 0.049 0.223 0.012 0.081 0.216 0.411 0.229 0.019 0.028 0.797 0.093 0.098 0.021 0.874 0.001 0.005 0.318 0.134 0.044 0.048 0.712 0.362 0.077 0.611

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
0.15 0.126 0.187 0.173 0.274 -0.034 0.129 -0.032 0.041 -0.016 -0.105 0.424 -0.003 0.065 0.215 0.203 0.404 0.004 -0.195 -0.181 0.315 0.393 0.005 0.181 -0.005 0.029 0.288 0.302 -.690**

有意確率 (両側) 0.626 0.681 0.541 0.573 0.365 0.912 0.675 0.917 0.9 0.96 0.746 0.149 0.993 0.832 0.48 0.507 0.171 0.991 0.523 0.553 0.295 0.184 0.986 0.554 0.986 0.926 0.34 0.315 0.009

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
-0.022 0.02 -0.106 -0.059 0.197 -0.028 0.037 -0.077 -0.054 -0.009 0.162 -0.019 -0.008 -0.198 0.329 -0.121 -0.16 -0.266 0.057 -0.287 -0.005 0.215 -0.01 -0.078 -0.091 0.061 0.023 0.262 -0.543

有意確率 (両側) 0.943 0.949 0.731 0.848 0.52 0.928 0.905 0.803 0.867 0.977 0.615 0.95 0.981 0.518 0.272 0.694 0.603 0.379 0.854 0.342 0.988 0.48 0.975 0.801 0.768 0.844 0.941 0.386 0.055

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

Pearson の相関

係数
-0.325 -0.302 -0.143 -0.392 -0.098 -0.454 -0.25 -0.517 -0.265 -0.215 -0.216 -0.128 -0.505 -0.443 -0.034 -0.421 -0.257 -0.547 -0.108 -.692** -0.352 -0.176 -0.349 -0.242 -0.462 -0.086 -0.133 -0.24 -0.346

有意確率 (両側) 0.278 0.316 0.641 0.185 0.75 0.119 0.411 0.07 0.405 0.501 0.501 0.676 0.078 0.13 0.912 0.152 0.396 0.053 0.726 0.009 0.238 0.565 0.242 0.426 0.112 0.78 0.665 0.43 0.247

N 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

人気度

売上

利益

資産

成長性

競争力

正社員数

全社員数

企業対応

意思決定

個人格差

情報公開

経営参加

中途割合

離職者

出向者

収入変動

*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。

**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。

⼀般企業 （ご参考）



相関係
数

達成 成長 自律性 参画 意義
承認支
持

公正信
頼

指導支
援

職場の
信頼関
係

チーム
ワーク

顧客と
の関係

ビジョ
ン戦略

経営者
と従業
員

経営者
への信
頼

仕事の
革新

昇進
キャリ
ア

評価給
与

教育研
修

福利厚
生

生活サ
ポート

労働条
件

残留意
欲

情緒的
要素

存続的
要素

規範的
要素

ジョブ
インボ
ルブメ
ント

キャリ
アコ
ミット
メント

職務満
足感

心と体
の健康

Pearson の

相関係数
-0.028 0.041 0.164 0.087 -0.185 0.233 0.084 0.196 0.27 0.286 -0.112 0.191 0.177 0.191 0.095 0.383 0.341 0.287 -0.078 0.364 0.278 0.108 0.092 -0.403 0.019 -0.262 -0.182 0.121 -0.346

有意確率

(両側)
0.897 0.848 0.445 0.685 0.387 0.274 0.696 0.358 0.202 0.175 0.603 0.372 0.409 0.372 0.657 0.071 0.111 0.173 0.718 0.08 0.188 0.615 0.667 0.051 0.929 0.216 0.394 0.575 0.097

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.375 0.366 0.281 0.259 0.218 0.354 0.153 0.239 0.341 .459* -0.167 .573** .527** .606** 0.262 0.387 0.157 .420* -0.088 0.361 0.331 0.181 0.353 0.124 0.159 0.055 0.064 0.344 -0.125

有意確率

(両側)
0.071 0.079 0.183 0.221 0.306 0.089 0.476 0.262 0.103 0.024 0.436 0.003 0.008 0.002 0.216 0.068 0.475 0.041 0.682 0.083 0.114 0.398 0.091 0.563 0.457 0.799 0.768 0.1 0.561

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
-0.244 -0.238 0.182 0.006 -0.351 0.02 -0.087 0.012 0.047 0.011 -0.101 -0.049 -0.09 -0.115 -0.049 0.22 0.162 0.018 -0.126 0.184 0.158 0.034 -0.05 -.531** -0.185 -.430* -0.316 -0.088 -0.177

有意確率

(両側)
0.251 0.263 0.394 0.977 0.093 0.926 0.688 0.955 0.828 0.961 0.639 0.819 0.676 0.592 0.822 0.314 0.461 0.934 0.557 0.39 0.461 0.876 0.815 0.008 0.387 0.036 0.132 0.683 0.409

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.18 0.327 0.216 0.206 0.089 0.394 0.149 0.295 0.328 .548** -0.239 .502* 0.399 .517** 0.215 .630** .468* .432* 0.08 .520** .495* 0.095 0.256 -0.083 0.105 -0.034 -0.15 0.293 -0.178

有意確率

(両側)
0.4 0.119 0.31 0.334 0.678 0.057 0.487 0.162 0.117 0.006 0.26 0.012 0.054 0.01 0.312 0.001 0.024 0.035 0.709 0.009 0.014 0.658 0.227 0.701 0.626 0.874 0.484 0.164 0.405

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
-0.08 0.001 0.007 -0.138 0.063 -0.127 0.034 0.064 -0.027 -0.014 0.07 0.051 -0.051 -0.004 0.062 0.167 0.216 0.063 0.124 0.232 0.392 -0.066 -0.202 -0.196 -0.05 -0.244 -0.209 0.028 0.178

有意確率

(両側)
0.709 0.996 0.974 0.519 0.769 0.553 0.874 0.765 0.901 0.948 0.746 0.813 0.811 0.986 0.773 0.447 0.322 0.77 0.565 0.276 0.058 0.758 0.344 0.359 0.817 0.251 0.328 0.898 0.405

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
-0.28 -0.161 0.03 -0.133 -0.235 -0.053 -0.026 0.041 0.002 -0.007 0.002 -0.088 -0.174 -0.153 -0.046 0.212 0.275 0.008 0.08 0.223 0.283 -0.135 -0.229 -.488* -0.137 -.408* -0.382 -0.096 -0.038

有意確率

(両側)
0.185 0.451 0.888 0.534 0.269 0.805 0.906 0.851 0.994 0.972 0.992 0.682 0.417 0.476 0.83 0.333 0.203 0.972 0.71 0.294 0.181 0.529 0.281 0.015 0.525 0.048 0.066 0.655 0.859

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.207 0.309 -0.011 0.096 0.052 0.318 0.13 0.295 0.334 .449* -0.069 .476* 0.369 .414* 0.243 .437* 0.395 .476* 0.172 0.315 0.302 0.232 0.307 -0.011 0.169 0.265 0.01 0.333 -0.333

有意確率

(両側)
0.332 0.141 0.958 0.656 0.808 0.13 0.545 0.162 0.111 0.028 0.748 0.019 0.076 0.044 0.252 0.037 0.062 0.019 0.423 0.134 0.152 0.276 0.144 0.959 0.431 0.21 0.965 0.112 0.112

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.286 0.223 0.286 0.25 0.025 0.34 0.128 0.235 0.387 0.394 -0.123 .547** .476* .522** 0.22 0.36 0.077 0.36 -0.21 0.314 0.243 0.222 0.382 0.01 0.081 -0.04 0.017 0.278 -0.172

有意確率

(両側)
0.176 0.296 0.175 0.239 0.907 0.104 0.552 0.27 0.062 0.056 0.568 0.006 0.019 0.009 0.302 0.092 0.727 0.084 0.325 0.135 0.252 0.297 0.066 0.965 0.707 0.854 0.936 0.189 0.421

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.234 0.304 0.324 0.241 0.072 0.394 0.075 0.205 0.264 .509* -0.402 .437* 0.383 .495* 0.112 .539** 0.349 0.369 0.078 .492* .447* 0.284 0.299 0.07 0.101 0.076 -0.107 0.238 -0.171

有意確率

(両側)
0.27 0.148 0.122 0.257 0.736 0.057 0.727 0.337 0.212 0.011 0.052 0.033 0.065 0.014 0.604 0.008 0.103 0.076 0.716 0.015 0.029 0.178 0.156 0.745 0.639 0.725 0.62 0.262 0.424

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
-0.113 -0.327 -0.113 -0.276 -0.246 -0.352 -0.294 -0.25 -0.203 -.462* 0.258 -0.145 -0.23 -0.258 -0.161 -.540** -.637** -0.3 -0.112 -.521** -.500* -.409* -0.236 -0.033 -0.221 -0.158 -0.079 -0.304 0.305

有意確率

(両側)
0.6 0.119 0.6 0.191 0.246 0.091 0.163 0.238 0.342 0.023 0.224 0.498 0.279 0.223 0.452 0.008 0.001 0.154 0.603 0.009 0.013 0.047 0.267 0.879 0.299 0.46 0.715 0.148 0.148

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.198 0.285 0.309 0.224 0.217 0.276 0.12 0.114 0.153 0.374 -0.305 0.363 0.315 0.404 0.129 0.412 0.27 0.243 0.071 .442* .486* 0.155 0.187 0.129 0.086 -0.04 -0.074 0.212 -0.018

有意確率

(両側)
0.353 0.177 0.142 0.293 0.309 0.192 0.578 0.596 0.475 0.071 0.147 0.082 0.134 0.051 0.547 0.051 0.212 0.253 0.742 0.03 0.016 0.469 0.381 0.547 0.69 0.852 0.731 0.32 0.934

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.021 0.034 0.251 0.024 -0.203 0.178 -0.058 0.05 0.198 0.224 -0.199 .409* 0.22 0.313 0.022 0.294 0.026 0.174 0.016 0.302 0.274 -0.149 0.061 -0.099 -0.098 -0.315 -0.292 0 -0.021

有意確率

(両側)
0.921 0.874 0.237 0.91 0.342 0.406 0.789 0.816 0.353 0.294 0.35 0.047 0.302 0.136 0.92 0.173 0.905 0.415 0.94 0.151 0.195 0.487 0.776 0.645 0.648 0.133 0.167 1 0.923

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
-0.166 -0.024 -0.161 -0.096 -0.019 -0.143 0.026 0.028 -0.095 0.016 -0.139 -0.032 -0.049 -0.074 0.046 0.36 .486* 0.134 0.217 0.373 0.371 0.223 -0.11 0.005 -0.001 -0.075 0.149 0.029 -0.161

有意確率

(両側)
0.439 0.912 0.452 0.657 0.929 0.506 0.906 0.898 0.659 0.942 0.516 0.883 0.821 0.732 0.833 0.092 0.019 0.532 0.308 0.072 0.074 0.295 0.607 0.98 0.995 0.727 0.488 0.893 0.453

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.007 0.035 -0.236 0.029 -0.073 0.06 0.135 0.235 0.208 0.131 0.167 0.11 0.137 0.085 0.182 0.225 0.26 0.238 -0.123 0.083 -0.056 0.168 0.168 -0.116 0.093 0.098 0.262 0.171 -0.307

有意確率

(両側)
0.974 0.871 0.268 0.891 0.736 0.78 0.529 0.269 0.33 0.542 0.436 0.61 0.523 0.693 0.393 0.301 0.23 0.262 0.566 0.699 0.795 0.432 0.433 0.59 0.664 0.647 0.215 0.424 0.144

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.128 0.008 -0.145 0.113 0.156 -0.092 0.05 0.042 0.024 -0.077 0.25 0.167 0.176 0.081 0.242 -0.046 -0.147 0.058 -0.259 -0.205 -0.221 0.075 0.24 0.154 0.018 0.135 .417* 0.177 -0.004

有意確率

(両側)
0.55 0.969 0.499 0.598 0.467 0.67 0.818 0.846 0.913 0.721 0.239 0.435 0.41 0.707 0.255 0.835 0.502 0.786 0.223 0.337 0.3 0.728 0.259 0.471 0.935 0.529 0.043 0.409 0.985

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
0.304 0.295 0.327 .539** 0.243 .481* 0.258 0.276 0.332 .493* -0.18 0.303 .452* 0.393 0.307 .432* 0.33 0.36 -0.312 0.272 0.204 .586** .603** -0.083 0.195 0.219 0.208 .457* -.436*

有意確率

(両側)
0.149 0.162 0.118 0.007 0.253 0.017 0.224 0.191 0.113 0.014 0.401 0.151 0.027 0.058 0.144 0.039 0.124 0.084 0.138 0.199 0.339 0.003 0.002 0.7 0.361 0.304 0.329 0.025 0.033

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

Pearson の

相関係数
-0.044 -0.152 -0.122 0.054 0.157 -0.24 -0.031 -0.152 -0.245 -0.318 0.213 -0.328 -0.16 -0.299 0.037 -0.332 -0.22 -0.222 -0.224 -0.384 -0.359 0.029 -0.012 0.011 -0.027 0.069 0.315 -0.021 0.049

有意確率

(両側)
0.839 0.48 0.569 0.802 0.465 0.259 0.887 0.479 0.248 0.13 0.317 0.118 0.456 0.156 0.864 0.122 0.314 0.297 0.293 0.064 0.085 0.893 0.955 0.958 0.902 0.748 0.133 0.922 0.819

N 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 23 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24

人気度

売上

利益

資産

成長性

競争力

正社員数

全社員数

企業対応

意思決定

個人格差

情報公開

経営参加

中途割合

離職者

出向者

収入変動

*. 相関係数は 5% 水準で有意 (両側) です。

**. 相関係数は 1% 水準で有意 (両側) です。 Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved

特例⼦会社 （ご参考）



考察

• ⼀般企業においては、企業環境内での⾃⾝の職務に関
する認識や上司・リーダーとの関係、組織へのコミッ
トメントなどが企業の現状と幅広く関連していること
が出ており、より⼀⼈⼀⼈の状態が企業全体へ影響を
及ぼす可能性が⾼い、もしくは企業の現状が直接的に
従業員に影響を与えやすいことが⽰唆されている。 
• 特例⼦会社では、特に⾃分と他者（同僚や上司、経営

者）との関係性が企業の現状に関連している可能性が
伺えた。 
• 企業の直接的な経営効果を説明する要素としては、特

に経営者との関係性（信頼性）、経営者のパフォーマ
ンスをどのように従業員が判断しているかが重要であ
ることが⽰唆される結果となっている。 

Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved



②経営者と従業員の関係性

Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved



2019年の研究概要
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＊従業員と上司のペア数：24
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＊従業員と上司のペア数：13

• 以下の企業に研究協⼒をいただいた（⼀般企業と特例⼦会社を分けて記載）



重回帰分析

•本研究の⽬的にある「企業に与える良い効果」
について、利益、売り上げ、成⻑性の項⽬で設
定し、分析を⾏った（全企業）。
•結果としては、利益と成⻑性に関連が⾒られた。
(調整済みR²値が.400以上)、
•利益については「経営者と従業員」に正の影響
が⾒られた。

Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved
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重回帰分析

•成⻑性については正の影響が「昇進キャリア」
と「経営者への信頼」が⾒られた。
•負の影響が「存続的要素」「指導⽀援」となっ
た。

Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved

7+��

A?CB�

;./97+� ./97+�

0� -&20�.� ./8#� @C=>�


� � + � 	��		� �(��� (��
�� �����

,94563� ��
�� ��((� �(	�� ��))� �����

�5173� ����	� ��
�� ��
��� ����
� �����

(!*)� ���)� ��(�� ��	�� �	���)� ���	�

4:6218<� ��(�� ��)�� �)�)� ��
��� �����

���$"�+-�':B�     
	



2021年の研究概要
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対 象 ⼤阪市を中⼼とした近畿エリアの企業の代表者（もしくは⼈事担当者）と
その従業員。企業は2019年時の研究に協⼒した４社で、いずれも特例⼦会社。

⼿続き

2019年時の協⼒企業に本研究への協⼒依頼を⾏い、Webの⼊⼒フォームにて
回答を得た。
後⽇回答した企業に対してインタビュー調査を依頼し、実施した。

測定材料
独⽴⾏政法⼈ 労働施策研究・研修機構のHRMチェックリスト(2003)
※企業の代表者（もしくは⼈事担当者）⽤のアンケートシートには、
障害者雇⽤に関する情報が記載できるように⼀部改訂

インタビュー対象者 チェックリストに回答した当事者または場⻑
インタビューの⽅法 1時間程度、研究実施者2名で

インタビューの内容 2回の測定結果について、得点の変化部分を中⼼に
感想などを聞き取る



調査結果

Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved

対
象
者

年齢
(性別)

職務
(職位)

勤
続
年
数

2019年当時の
企業の課題
(上位3つ)

2019年 2020年

平均より＋
(上位3つ以内)

平均より−
(上位3つ以

内)
1年前より＋

(上位3つ以内)
1年前より−

(上位3つ以内)

A 41
(⼥)

事務・経理
(2020年に係

⻑)
3

職務・組織管
理構成、
育成・能⼒開
発、
顧客満⾜

労働条件、
職場の⼈間関係、
公正・信頼

無
評価・給与、
経営者と従業員、
仕事の⾰新

無

B 52
(男)

事務・⼈事
・教育(係⻑) 4 -

ビジョン・戦略、
チームワーク、
職場の⼈間関係

仕事の⾰新
福利厚⽣、
公正・信頼、
評価・給与

教育・研修、
成⻑、
経営者と従業員

C 28
(男)

技術職・その
他

(パート)

0.5
8 - 評価・給与、

指導・⽀援 ⾃律性
経営者と従業員、
ビジョン・戦略、
経営者への信頼

無

D 52
(男)

現業職・製造
(課⻑) 23

評価・⼈事考
課、
スキル・技術
⽔準、モラー
ル・動機付け

参画、
仕事の⾰新、
承認・指⽰

存続的要素 福利厚⽣ 無



図1 ビジョン・経営者因⼦内の得点変化について
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結果：経営者と従業員
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対
象
者

年齢
(性別)

職務
(職位)

勤
続
年
数

2019年当時の
企業の課題
(上位3つ)

2019年 2020年

平均より＋
(上位3つ以内)

平均より−
(上位3つ以

内)
1年前より＋

(上位3つ以内)
1年前より−

(上位3つ以内)

A 41
(⼥)

事務・経理
(2020年に係

⻑)
3

職務・組織管
理構成、
育成・能⼒開
発、
顧客満⾜

労働条件、
職場の⼈間関係、
公正・信頼

無
評価・給与、
経営者と従業員、
仕事の⾰新

無

B 52
(男)

事務・⼈事
・教育(係⻑) 4 -

ビジョン・戦略、
チームワーク、
職場の⼈間関係

仕事の⾰新
福利厚⽣、
公正・信頼、
評価・給与

教育・研修、
成⻑、
経営者と従業員

C 28
(男)

技術職・その
他

(パート)

0.5
8 - 評価・給与、

指導・⽀援 ⾃律性
経営者と従業員、
ビジョン・戦略、
経営者への信頼

無

AとCで、「経営者と従業員」の得点が
1年の間に特に上昇している

Bは同項⽬が
特に減少している



③中⼩企業と障害者雇⽤
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2022年の研究概要

（１）対象
中⼩企業5社
⼈事担当・現場担当者・障害者雇⽤で採⽤された者1名ずつ。
(従業員300名以下、3年以上継続勤務している者がいる、が
条件)

（２）（３）⼿続き・測定材料
HRMチェックリストはWebに実施。
後⽇対象企業のうちインタビュー調査を承諾した企業3社にイ
ンタビューを実施。現場担当者か⼈事担当者に⾏った。「会
社全体の雇⽤環境」「障害者雇⽤環境」について、意識して
いること・課題としていることを聞き取った。
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対象企業（5社）

Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved

E

企業名

A

B

C

D

食品製造 10 4 4

業種 正社員数 障害者雇用数
障害者雇用の
勤続平均年数

社会福祉事業 190 11 10

空調・冷凍システム
の開発・販売等

124 1 2

食品製造 記入無 29 2

布物雑貨の製造販売 5 3 4



HRMチェックリストの結果
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インタビュー調査の結果
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業界全体が落ち気味なため、将来があると見えるように今後の
方針を共有している。離職率を下げたい。現場に新入社員の育
成計画を提出させるようにしている。後任育成をしていきた
い。賞与面など親会社に関係なく裁量が取れるようにした。

一緒に働く同僚の理解がとても重要だと思っている。採用の際
には社員の意見をよく聞くようにしている。特にコミュニケー
ションの取り方などの理解はとても重要だと思っている。

区別していない。伝える時、伝わらなくて、自分の伝え方につ
いての気づきになっている。

障害者雇用については雇用の機会を創出できているので貢献で
きていると思う。現場では他の社員の業務を切り出しているた
め、一人の受け入れが精いっぱいに思う。マッチングの精度が
あがれば雇用の機会の創出にさらにつながるのではないか。

企業名 全体の雇用環境について 障害者雇用環境について

自分の意見を言える人を採用したいと思っている。業務は自由
にさせている。一方で最近は生産性について目標が必要と考え
ている。社員との個別面談を大事にしている。楽しく仕事をし
てほしいと思っている。

人を大事にすることで、業績がアップすると考えている。目標
設定を月1回行っている。マーケテイングのコンサルは厳しく
している。業績について、以前は気にしていたが今は気にして
いない。何とかなると思っている。

B

C

D



研究結果、考察

• ⼀般企業のデータ（松本, 2017)、星明ら(2019)の障害者雇⽤を⾏ってい
る企業と⽐較して全般的に本研究の得点は⾼かった。

• 特に昇進・昇格・キャリア項⽬や職場の⼈間関係において⾼くなってい
た。

• ⼀⽅、福利厚⽣、⽣活サポート、労働条件といった項⽬が低い傾向と
なっていた。

• 障害者雇⽤の実績がある企業では、会社全体の雇⽤環境について  も社員
とまめにコミュニケーションをとる仕組みを設定していることがわかる
(B,C)。

• 全体として離職率を課題としてあげている企業もあった(D)。
• また、障害者雇⽤環境について意識していること・課題として【同僚】

についてよく話題があがっていた。
• 理解を得ることや(B)、同僚と同じように扱うこと(C)、それらを⾏ってい

くことの難しさ(D)が語られていた。
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まとめ
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⼼理的安全性と障害者雇⽤（リーダーシップ）
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引⽤⽂献：
恐れのない組織――「⼼理的安全性」が学習・イノベーション・成⻑をもたらす
エイミー・C・エドモンドソン (著)

⼼理的安全性とは、⼤まかに⾔えば「みんなが気兼ねなく意⾒を述べることができ、⾃分らしくいられる⽂化」のこと（本⽂）。
＜リーダーについて＞特に、組織の⼼理的安全性に最も影響を与えているのがリーダーである。組織の雰囲気づくりにおいて
リーダーの影響は多⼤だ。メンバーはリーダーの⾏動を通して考え⽅や価値観を読み取り、⾃らの⾏動に反映させる。また時に
は、リーダーの⾏動⼀つで組織の雰囲気が⼀変してしまうこともある（本⽂）。



先⾏研究と⼼理的安全性（上司からの信頼）

Copyright © 障害者雇⽤と企業の雇⽤環境に関する研究 All Rights Reserved

・上司から信頼されていると感じることが⼼理的安全性を⾼める要因となり得る
・調査より，役職のない⼀般社員クラスの⼼理的安全性が⼀番低い
・⼀般社員クラスの⼼理的安全性に⼤きく影響するのは，上司から信頼されていると感じること
・信頼されていると感じるためには，上司と躊躇なく話せる関係性にあることが影響する傾向

引⽤論⽂：国分さやか(2021). 職場における⼼理的安全性の要因についての考察 ⽴教ビジネスデザイン研究, 18, 65-75.

(1)属 性
1,037 件を分析対象。
主な属性の内訳は，性別は，男性48%(502 名)，⼥性52%(535 名)であり，役職は，⼀般社員クラス69%(717名)，主任・係⻑クラ
ス16%(163名)，課⻑クラス8%(88名)，部⻑クラス5 %(48名)，役員クラス2%(21名)。

先⾏研究の考察は、障害者雇⽤の企業の雇⽤環境に関する研究実績で⽰唆された「経営者と従業員」
「職務に関する認識」「社員とまめにコミュニケーションをとる仕組み」と共通するのではないか。



今後にむけて
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Webシステムでデータ集め
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本研究のエビデンスから⽣成された仮説をより規模の⼤きい量的調査によって検証を進めてい
きたいと考えております。多くの企業様に、引き続きのご協⼒いただければ幸いです。

アンケート回答専⽤のwebサイト

https://www.workplace-studygroup.net/



分析結果のご提供（サンプル）
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name 実施年月日

実施検査名 1回目
2回目

職種（専門職）・業種（サービス業）・会社規模（100人以下）

１．ワークシチュエーション

a.達成 3.5 3.81 3.6 3.64 3.5
b.成長 3.5 3.63 3.62 3.54 3.5
c.自立性 4.25 3.58 3.49 3.52 4.25
d.参画 4 3.44 3.25 3.39 4
e.意義 4 3.79 3.45 3.54 4
小計 3.85 3.65 3.48 3.53 3.85
f.承認・指示 4 3.57 3.47 3.52 4
g.公正・信頼 4 3.51 3.46 3.53 4
h.指導・支援 4.75 3.71 3.63 3.71 4.75
小計 4.25 3.59 3.52 3.58 4.25
i.職場の人間関係 4.75 3.65 3.83 3.63 4.75
g.チームワーク 3.75 3.61 3.67 3.52 3.75
h.顧客との関係 3.25 3.51 3.64 3.53 3.25
小計 3.91 3.59 3.71 3.56 3.91
ｌ.ビジョン・戦略 3 2.96 2.93 2.87 3
m.経営者と従業員 2.5 2.97 2.86 3.16 2.5
n.経営者への信頼 3.75 3.37 3.15 3.48 3.75
o.仕事の革新 4 3.57 3.37 3.53 4
小計 3.31 3.22 3.08 3.26 3.31
p.昇進・昇格・キャリア 2.75 2.85 2.9 2.85 2.75
q.評価・給与 3.5 2.83 3 2.87 3.5
小計 3.13 2.8 2.95 2.86 3.13
r.教育・研修 3.5 3.28 3.2 3.08 3.5
s.福利厚生 3 2.74 2.82 2.79 3
t.生活サポート 3.25 2.86 3.04 2.78 3.25
u.労働条件 3.5 2.99 2.96 3.14 3.5
小計 3.31 2.97 3 2.95 3.31

1回目 2回目

Ⅰ．職務

Ⅱ．上司
やリー
ダー

Ⅲ．顧客
や同僚と
の関係

Ⅳ．ビジョ
ン・経営
者

Ⅴ．処遇・
報酬

Ⅵ．能力
開発・福
利厚生・
生活サ
ポート

A社　第一部署 2019．.1

今回 職種 業種 会社規模

HRMチェックリスト（従業員用） 2019．.1

0
0.5
1

1.5
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2.5
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3.5
4

4.5
5

職種 業種 会社規模 1回目 2回目

２．職務満足

職務内容 2.86 3.74 3.47 3.63 2.86
職場環境 3.16 3 3.14 3.05 3.16
人間関係 3.75 3.69 3.79 3.65 3.75
全般的満足感 3.7 3.51 3.29 3.32 3.7

３．ストレス反応

抑鬱気分 0.5 6.07 8.23 6.41 0.5
不安 0.33 4.74 6.87 5 0.33
怒り 0 7.32 8.12 8.32 0
高揚感 0.8 9.15 8.58 9.08 0.8
身体反応 0.4 5.44 7.22 6.15 0.4

４．総評

1回目 2回目

ストレス
反応

1回目 2回目

職務満足

今回 職種 業種 会社規模

会社規模

赤い棒グラフが今回の結果になります。青い棒グラフは同条件の過去の他社のデータになります。
ワークシチュエーション（組織風土）については、過去のデータと比較すると、特に上司やリーダーに関することにつ
いて良いと思っている従業員が多いようです。また、自立性や参画、意義といった職務内容や、職場の人間関係も
良いと思っている傾向にあります。一方で、ビジョン・戦略、経営者と従業員の関係といった項目で過去データと比
較して低い傾向が出ていました。
職務満足度は全般的満足度が高い傾向のようです。一方で、職務内容については低い傾向にあります。
ストレス反応は全体的にとても低い（良い）傾向にあります。

総合的に見て、職場に概ね満足している状態といえると思われます。今後従業員間に何かしらの組織風土への問
題が感じられる際は、ビジョン・戦略といった中長期目標の具体的な共有やそれを踏まえた職務内容の理解を図る
と良いかもしれません。

今回 職種 業種

0
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2.5
3

3.5
4

職務内容 職場環境 人間関係 全般的満足感

職務満足

職種 業種 会社規模 1回目

0

2

4

6

8

10

抑鬱気分 不安 怒り 高揚感 身体反応

ストレス

反応

職種 業種 会社規模 1回目 2回目

ご協⼒いただいた企業様には、総評をつけた「分析結果」をお送りさせていただきます。



ご清聴、ありがとうございました
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